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研究成果の概要：出生前診断に関する一般医療職への認識調査では、検査を受けることへのク

ライエントの自己決定権を尊重していた。しかし、出生前診断は、「生命の選別」「障害の選別」

につながると捉えている助産師の比率が有意に高かった。また、遺伝相談部門への看護職の参

入状況は、1999 年の１5.6％から 37.0％と増加がみられ、その機能も拡大していたが、施設間

において差があった。遺伝医療チームによる遺伝看護師への役割期待が大きいことから、今後

遺伝専門看護職間のネットワークを勧める必要が示唆された。 

 

研究成果の概要（英文）：According to the study of recognition of general medical staff 
about prenatal diagnosis, they respect the right of self-determination of clients about 
taking an examination. However, midwife who perceive prenatal diagnosis leads to 
“choice of life” and “choice of disability” had significantly high percentage. And the 
situation of nurses’ entry into genetic counseling section has increased from 15.6% in 
1999 to 37.0%, and their functions have been expanded, which were different among 
institutions. Because the genetic medical teams’ expectation for role of genetic nurse is 
high, it was indicated that developing a network of genetic nurses in future is 
necessary. 
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１．研究開始当初の背景 
近年、急速に遺伝医療が発展し、遺伝子診

療部のおける遺伝医療相談部が行われて

いる。そして、遺伝相談に関わる専門スタ

ッフの養成も活発化する中、看護において

も、日本遺伝看護学会を中心として、看護

職が遺伝医療チームの一員としてどのよ

うな役割を担っていくことが望ましいか、

遺伝専門看護師の認定に目指しながら検

討を行っている。 

我々研究グループは、すでに平成10年度よ

り以下のような研究を行った。 

・遺伝看護学とその教育の現状 

・臨床における遺伝看護の現状 

・遺伝看護の機能と役割    

研究メンバーは遺伝相談部門で実践を行

うことで、さらにクライエントのニーズの

把握を行っている。その中で、実感するの

は、日本における「遺伝および遺伝疾患等」

に関する偏見や日本人特有の自己決定の

あり方や遺伝特有の問題であった。このよ

うに、遺伝相談は社会・文化的背景などを

充分に考慮しながら、専門的役割の構築を

目指すことが必要であると考えらため、遺

伝相談の中でも頻度の多い、出生前診断に

視点を絞り現状の分析を行うことで、遺伝

専門看護師としての実践的機能を検討す

るとともに、職種間のネットワークを図り

たいと考えた。その検討資料として、以下

の事が挙げられた。 

(1)妊婦の自己決定に大きく影響すると考

えられる、一般医療職（医師・看護師・助

産師）の出生前診断に対する認識を把握す

ることは、遺伝専門スタッフの支援の在り

方を検討するのに重要である。 

(2)遺伝相談部門が増加した現状において、

遺伝専門看護師の参入状況と実践的機能

や遺伝医療チームの構成状況の把握をす

ることで、遺伝専門看護職の機能の構築に

向けた重要な資料となる。 

２．研究の目的 
(1)出生前診断に関する一般医療職への認識

調査 

出生前診断に関する認識に、職種特性あるい

その他要因特性があるのかについて分析す

ることで、遺伝相談部門における情報提供や

妊婦の自己決定に対する支援のあり方を検

討するための一助とする。 

(2)出生前診断カウンセリングにおける看護

職参入の現状と今後の役割期待について 

出生前診断カウンセリング時に、看護職が具

体的にどのような役割を担っているのか、そ

の現状を把握すると共に、遺伝医療チームの

他職者が看護職に期待する今後の役割につ

いて把握をする。  

３．研究の方法 

(1)出生前診断に関する一般医療職への認識

調査 

①調査期間：2007 年１月～２月 

②データ収集方法： 先行研究を参考に、調

査者独自の出生前診断についての認識につ

いての質問用紙を作成した。 

③調査対象の抽出：神奈川県内の産科関連医

療施設（433 施設）を抽出し、医師・看護職

（810 人）に調査を依頼した。 

④方法：看護師・医師職個別に調査用紙の記

入を依頼、各自郵送にて回収を行った。  

⑤倫理的配慮：東海大学健康科学部倫理委員

会での承認を得た。 

⑥分析：解析ソフト SPSS（Ver11.5）を使用

し、統計処理を行った。 

(2)出生前診断カウンセリングにおける看護



職参入の現状と今後の期待について 

①調査期間：2009 年２月～３月  

②データ収集方法：先行研究を参考にして、

調査者独自の質問紙を作成。  

③調査対象：公開された全国遺伝相談施設リ

ストより、127 施設を抽出した。  

④方法：看護師・医師・心理職個別に調査用

紙の記入を依頼、各自郵送にて回収を行った。  
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図１ 出生前診断の受検決定権率
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⑤倫理的配慮：東海大学健康科学部倫理委員

会での承認を得た。 

 
 
 

⑥分析方法：解析ソフト SPSS（Ver11.5）を

使用、統計処理を行った。 
④出生前診断の捉え方 

医師・看護職共に、「生前診断は安易な生命 
 

の選別につながる」のいった懸念を抱いてい

る者が６割と多かった。また、医師の半数は、 
４．研究成果 

(1)出生前診断に関する一般医療職への認識

調査 
「羊水検査の流産リスクはそれほど高くな

いので、適応妊婦は受験をした方が良い」と

受検を勧めるといった認識であったが、看護

職は、適応妊婦であっても検査受検に関して

は、消極的であるようでした。 

①対象者の概要：回収率 14.9％（表１) 

 表１ 対象の概要 
 

職

種

医師 ４８．８％

助産師 ３８．６％

看護師 １２．６％

性
別

女性 ６５．３％

男性 ３４．７％

年
齢

医師 ５１．２歳

看護職 ３７．２歳

 
 

⑤障害児の養育についての捉え方（図２）  
 看護師・助産師ともに、身体的負担や経済的

負担・心理的負担により障害児を養育するこ

とは難しいと考えている傾向が高かった。 

 
 
 
 

 
②一般医療職（医師・看護師・助産師）共に、 
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図２ 障害児の養育について
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年齢、教育課程別、婚姻の有無、勤務年数、

子どもの有無、勤務施設のNICU設置の有無、

分娩件数などの要因との関連性は認められ

なかった。 

③出生前診断受検の決定権比率（図１） 

出生前診断を受検するかどうかの決定権を

妊婦・夫、家族さらには医療者も含め、その

決定権比率をどう考えるか回答を求めた。い

ずれの職種も受験の決定権は、妊婦本人ある

いは夫を含めた家族にあると主体者の自己

決定権を尊重していた。しかし、少数ではあ

るが医療者にその決定権あるとした者も認

められた。 

 

(2)出生前診断カウンセリングにおける看護

職参入の現状と今後の期待について 

①調査対象の概要 回収率：17.6％（表２） 

 

 

 



表２ 対象者の概要 

結果通知後のフォローアップ

告知直後の事後相談（異常結果）

告知直後の事後相談（正常結果）

結果の告知（異常結果）

結果の告知（正常結果）

結果通知当日の事前面接

終了直後の心理的・身体的状況確認

検査介助と妊婦の心理的・身体的ケア

検査直前の心理的・身体的状況確認

検査直後の生活指導

検査結果提示方法とその後の対応説明

実施・結果通知時期の説明

検査のリスク説明

検査実施方法の説明

検査適応の説明

判明する疾患の概要説明

検査で判明する内容説明

染色体・遺伝子の説明

相談内容の整理

家系図作成

相談理由の情報収集

事前相談の対応

予約事務手続
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図５ 相談における項目別の担当役割
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②遺伝相談部門スタッフ人数  

医師（平均 2.9±3.0 人）、看護職（平均 0.8

±1.5 人）、心理職（平均 0.4±0.8 人） 

③看護職の参入状況（図３・４） 

 出生前診断を中心とする遺伝部門への看護

職参入状況は、1999 年（本研究者による調査）

の 15.6％から 37.0％と増加がみられた。し

かし、看護スタッフの立場は、78.3％がその

部門の専属ではなかった 

看護職が担っている現状の役割は、検査時

の「生活指導」や「検査直前直後の身体的・

心理的援助」と「予約時手続き等」であっ

た。 遺伝専門看護師として、出生前診断の

自己決定支援に必要な適切な情報の提供な

どを実践している看護職は少なかった。し

かし、ほとんど全ての機能を実践している

看護職もおり、遺伝部門の看護職としての

役割は、施設によってかなりの差があった。

（図５） 

遺伝医療チーム内での連携が取れにくい状

況があると回答していた。また、その参入人

数も 28.3％が１人か 2人であった。このこと

から、看護職間での相談や協力体制が取りに

くいことが推測された。 
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今後、遺伝専門看護職に期待する役割とし

ては、「相談理由の情報収集」「家系図の作

成」「結果告知後事後相談」「結果通知後の

フォローアップ」 であった。 

 
 
 
 
 
 

今後は、遺伝看護の専門性を踏まえ、遺伝

医療チームの中で役割を果たせるように自

己研鑽に努めると共に、他施設の遺伝看護

職との情報交換などを行うことで、ネット

ワークを構築していくことが必要と考えら

れた。  

 図３ 看護職の参入状況 
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